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２ ０ １ ２ 年 ５ 月 １ ５ 日 

UCIP 外為 NET 会員 A 

該非判定ツールの整備と電子化について 

該非判定は安全保障輸出管理において特に重要なプロセスである。然しながら判定対象の技術的な

内容等を法令の規制内容に照らして判断する作業ゆえ、容易にかつ高品質な結果を得るにはある一定

レベルの体制・知識・経験等を必要とする。 

該非判定ツールの整備と電子化は、体制・知識・経験等の不足を補う手段として期待でき、輸出者独

自の対策と共に政府機関等の支援を望むところである。 

以下に、該非判定ツールの整備と電子化に係る国内外の状況調査結果をまとめた。政府機関等への

提言策定のご参考になれば幸いである。 

１．該非判定作業について 

該非判定対象は、該非判定結果を得る方法により、（１）輸出者自身の設計・製造品（技術・ソフトウェ

ア）と（２）外部購入品（技術・ソフトウェア）に大別できる。（１）は輸出者自身が該非判定を行い、（２）は

購入先から該非判定結果を入手することが基本である。もちろん、（１）に（２）が組み込まれる場合は（２）

の該非判定結果も（１）を該非判定する上で考慮する必要がある。 

（１）は自己該非判定ツールが、（２）は該非判定結果の入手方法が電子化の対象となる。 次項にそ

の状況調査結果をまとめる。 

２．該非判定ツールの整備と電子化に係る国内外の状況調査結果 

（１）自己該非判定ツールの電子化について 

自己該非判定プロセスは、①リスト規制対象区分 ⇒ 対象項番がある場合、②該非判定 ⇒ ③経済

産業大臣（及び米国政府）の許可要否判定 ⇒ ④該非判定書の作成 ⇒ ⑤仕向地（提供先）等による

許可申請書類の作成及び申請 となる。 

国内外の行政機関等の該非判定支援サービスの電子化の状況について、現在、我が国と電子化が

進んでいる韓国、英国、台湾について表１にまとめる。品名（技術名）、仕様、仕向地（提供先）等を入力

すれば、全てのプロセスが自動的に行えることが自動化・電子化システムの究極的な目標となろう。 

表１ 国内外の行政機関等の該非判定支援サービスの電子化の状況 

項目         国・地域
日本 

（METI/CISTEC）
韓国 

（MKE/KOSTI） 
英国 
（BIS） 

台湾 
（BOFT） 

①リスト規制対象区分 
△（法令電子化の

み） 
○（Yestrade） ○（Goods Checker） 

○（SHTC 出口管制清

單篩選工具） 

②該非判定 
△（項目別対比表、

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｼｰﾄ） 
○（Yestrade） － － 

③許可要否判定 △（ﾊﾟﾗﾒｰﾀｼｰﾄ） － ○（OGEL Checker） － 

④該非判定書の作成 
△（項目別対比表、

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｼｰﾄ） 
○（Yestrade） － － 

⑤許可申請書類の 
作成及び申請 

○（Naccs 貿易管理

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ） 
○（Yestrade） ○（SPIRE） － 
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韓国、英国、台湾の該非判定支援サービスの電子化内容について、個々に画面事例を以下に示す。 

（ア） 韓 国 

韓国政府の知識経済部（MKE）が戦略物資管理院（KOSTI）と共に戦略物資輸出入情報システム

Yestrade（Your Export Supporter））を運営している。 

Yestrade で自己該非判定する手順例を以下に示す。尚、自己判定できない場合は、貨物及びソフト

ウェアは KOSTI に、技術は社団法人韓国貿易協会（KITA）に該非判定を依頼することができる。 

 

＜Yestrade 韓国語 ポータル＞ 英語サイトもあり 

URL … http://www.yestrade.go.kr/ 

 

 

＜該非判定手続き＞ 

        

  

自己判定 

GO 
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＜キーワード検索＞ 判定対象例 1 ： 「原子炉の附属装置である１次冷却材を循環させるポンプ」 

 

 

 

 

キーワード：「pump」を入力 

「判定」ボタンをクリック 

該当候補が列挙 

「0A001」のチェック

ボックスをクリック 
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＜パラメータシート＞ 

 

 

 

 

 

「原子炉若しくはそ

の部分品若しくは附

属装置」 

「YES」を選択 

「１次冷却材を循環

させるポンプ」 

「YES」を選択 

「0A001」 

「YES」を選択 

判定ボタンをクリック
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＜判定結果＞ 

 

  

「該当」 0A001 
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判定対象例２ ： 「周波数変換器」 

＜パラメータシート＞ スペックを入力する欄はあるが、法令に照らした自動判定はしない。 

 

＜判定結果＞ 

 

スペックを入力 「YES」を選択 

「該当」 3A225 
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（イ） 英 国 

英国政府の貿易産業省（BIS：Department for Business, Innovation and Skills が自己該非判定ツール 

「Goods checker」及び許可申請方法（包括許可の適用可否）がわかる「OGEL checker」（Open General 

Export Licence）を運営している。それぞれの画面例を以下に示す。 

 

＜Goods checker＞ 判定対象例 ： 「原子炉の附属装置である１次冷却材を循環させるポンプ」 

URL … http://www.ecochecker.bis.gov.uk/goodsChecker/bs.asp?bk=1  

 

 

①キーワード：「pump」を入力② 該当項番の 

規制内容を表示 

⇒「0A001」選択 

③ 「0A001」の 

規制理由を表示 

③ 該当品例の

画像を表示 
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＜OGEL checker＞  

判定対象例 ： 「電子計算機」：4a003b を日本へ輸出 

URL … http://www.ecochecker.bis.gov.uk/OGELCHECKER/ocpg1.asp?bk=1  

 

 

 

・輸出品の ECCN を選択 

・End User の国/地域を選択 

・Consignee の国/地域を選択 

状況をチェック

状況をチェック
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↓状況表示 

 

OGEL 適用可能
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↓OGEL 内容表示 
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（ウ） 台 湾 

台湾政府の経済部（MOEA）の国際貿易局（BOFT）が自己該非判定ツール「SHTC 出口管制清單篩選

工具」を運営している。画面例を以下に示す。台湾の規制リストはEUの規制リストをそのまま適用してい

る。自己該非判定ツールの仕様も英国の「Goods Checker」とほぼ同じのようである。 

 

＜SHTC 出口管制清單篩選工具＞ 判定対象例 ： 「原子炉の附属装置である１次冷却材を循環させるポンプ」 

URL … http://icp.trade.gov.tw/cst.flex/bin/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

該非判定ツールの電子化に係る検討や提言は、2005 年以降 CISTEC あり方専門委員会安全保障貿

易情報分科会の総合データベース WG にて実施していて、その成果が毎年度発行される「安全保障輸

出管理調査報告書」にまとめられている。ホームページ公表資料のうち、平成１９年度及び２２年度の要

望書を本資料にも添付するのでご参照いただきたい。 

URL … http://www.cistec.or.jp/service/iinkaidayori/index.html 

  

①キーワード：「pump」を入力

③ 「0A001」の 

規制内容を表示 

② 該当項番の 

規制内容を表示 

⇒「0A001」選択 

④ 該当品例の

画像等を表示 
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（２）該非判定結果の入手方法が電子化について 

外部購入品（技術・ソフトウェア）の該非判定結果は、市販品の場合はメーカーのホームページで公表

されている場合がある。市販品でない場合は、メーカーに個別に該非判定依頼をかけることとなる。この

場合もホームページにて受け付けるシステムを多くの企業が構築している。 

また、我が国では CISTEC において集積回路メーカー50 社が「非該当」と判定した製品の型番（約 18

万件）をリストにまとめ公表している。 

URL … http://www.cistec.or.jp/kohyo/index.html 

海外では、米国商務省 BIS（産業安全保障局）が「Commodity Classification Information」（メーカー製

品の該非判定結果公表サイトの URL 及び問合せ先）を公表している。 

URL … http://www.bis.doc.gov/pdf/ccats_table5.pdf 

BIS はメーカーの製品の ECCN の根拠を示す手段として“CCATS”（Commodity Classification 

Automated Tracking System）(製品分類自動追跡システム）番号を割り当てている。 

また、韓国や英国では政府が係わった該非判定事例の検索が可能になっている。 

 

＜市販品の該非判定結果を公表している主なメーカーのホームページ＞ 

Adobe … http://www.adobe.com/support/exportcompliance.html 

Apple … http://www.apple.com/legal/export.html 

Autodesk … http://usa.autodesk.com/adsk/servlet/index?siteID=123112&id=781062 

Cisco … http://www.cisco.com/web/about/doing_business/legal/global_export_trade/index.html 

DELL … http://www.equallogic.com/policy.aspx?id=1220 

IBM … http://www-03.ibm.com/products/exporting/index.shtml 

Intel … http://www.intel.com/support/processors/sb/CS-017346.htm 

McAfee … http://www.mcafee.com/us/about-us.aspx#vtab-export 

Microsoft … http://www.microsoft.com/exporting/default.htm 

Oracle … http://www.oracle.com/us/products/export/index.html 

 

 


